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1 まえがき

近年，平面型リフレクトアレーが注目されており，特
に広角なビームを持つリフレクトアレーの研究が行われ
ている．例えば，これまでの研究では垂直方向からの入
射波を 60°方向に散乱させる平面型リフレクトアレーが
報告されている [1]．本報告では，より広角なビームを実
現するリフレクトアレーを目指し，3次元的な素子構造
を有するトップロードモノポール素子を用いたリフレク
トアレーを提案し，その特性を数値的に明らかにする．

2 広角リフレクトアレー素子の設計

トップロードモノポール素子の構造を図 1に示す．トッ
プロードモノポール素子は 3次元的な素子構造を持つた
め，マイクロストリップ素子と異なり，素子を見込む角
度が大きくなっても一定の開口面積を確保できる．また，
素子長に加えてモノポールの長さや位置によっても反射
係数を変えることができ，設計の自由度が大きい．素子
に平面波を垂直入射させ，モノポールの位置を変えたと
きの (θs, ϕs) = (60°, 90°)方向における反射係数の位相
特性を図 2に示す．位相回転量が 360°以上であること
が分かる．

3 リフレクトアレーの設計

トップロードモノポール素子を 0.5λ間隔ごとに配置
し，所望方向に主ビームを持つ 11× 11素子リフレクト
アレーを設計した．ここで，所望の方向は (θs, ϕs) = (60
°, 90°)とした．その RCS(Radar Cross Section)パター
ンを計算した結果を図 3に示す．所望方向と鏡面反射方
向にビームが向くことが確認できる．所望方向の散乱波
を強くするためには，各素子のトップロード部の長さを
一様に大きくしなければならない．その一方で鏡面反射
方向における反射係数の位相はトップロード部の長さに
依存する．本報告では，散乱波の位相のみならず振幅も
考慮してリフレクトアレーを設計したため，トップロー
ド部の長さが等しくなってしまい，鏡面反射方向のビー
ムも大きくなったと考えられる．

4 まとめ

トップロードモノポール素子は 60°方向に対して反射
係数の位相回転量が 360°を超えることを確認した．そ
して，トップロードモノポール素子を用いてリフレクト
アレーの設計が可能であることを示した．
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図 1 トップロードモノポール素子

°=∆ 380ϕ

Position of monopole  d

Ph
as

e 
of

 r
ef

le
ct

io
n 

co
ef

fi
ci

en
t [

de
g.

]

λ
λ

1.0

5.0

mm45.0

GHz20

=
=
=
=

h

l

a

f

/2/4 /4l l ll 30-240

-180

-120

-60

0

60

120

180

240

図 2 トップロードモノポール素子の反射係数位相特性
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図 3 リフレクトアレーの RCSパターン
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